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　先
日
、
堪
忍
袋
（
か
ん
に
ん
ぶ

く
ろ
）
と
い
う
落
語
が
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
け
ん
か
が
絶
え

な
い
夫
婦
が
、
巾
着
袋
に
向
か
っ

て
お
互
い
の
不
満
を
ぶ
ち
ま
け
、

袋
の
ひ
も
（
緒
）
を
ぎ
ゅ
っ
と
閉

め
る
。
す
る
と
、
す
っ
き
り
し
て

い
つ
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
と
い
う

の
で
す
。
家
庭
に
限
ら
ず
、
職
場

や
日
常
生
活
で
の
鬱
憤
は
た
ま
り

ま
す
か
ら
、
こ
ん
な
便
利
な
袋
が

あ
っ
た
ら
欲
し
い
で
す
ね
。
で
も
、

こ
の
落
語
の
落
ち
み
た
い
に
、
堪

忍
袋
の
緒
が
切
れ
て
し
ま
う
と
、

大
変
で
す
が
…
。

（
山
）
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清岡　明徳
（60歳　相名）

　
雨
の
中
で
の
開
催
と
な
り
、
競

技
内
容
を
一
部
変
更
し
て
３
種
目

（
木
挽
き
競
争
・
丸
太
投
げ
競

争
・
輓
馬
競
争
）
で
予
選
を
行
い
、

上
位
４
チ
ー
ム
が
決
勝
２
種
目

（
木
挽
き
達
人
競
争
・
杣
達
人
競

争
）
で
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。

　
雨
で
ぬ
か
る
ん
だ
地
面
に
足
を

と
ら
れ
る
な
ど
、
思
う
よ
う
に
実

力
を
発
揮
で
き
な
い
チ
ー
ム
が
あ

る
中
、〝
湯
浅
建
設
20
代
チ
ー
ム
〞

が
持
ち
前
の
パ
ワ
ー
と
ス
ピ
ー
ド

で
他
を
寄
せ
付
け
な
い
強
さ
を
見

せ
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、

女
性
山
師
の
部
で
は
〝
フ
ォ
レ
ス

ト
・
ガ
ー
ル
ズ
チ
ー
ム
〞
が
全
て

の
競
技
に
お
い
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く

得
点
を
重
ね
、
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
24
年
前
に
「
少
し
で

も
山
の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、

山
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
開
催
し
た
の
が
始
ま

り
で
す
。
今
回
で
25
回
目
の
開
催
と
な

り
、
村
内
企
業
は
も
と
よ
り
全
日
空
株

式
会
社
、
電
源
開
発
株
式
会
社
、
日
本

郵
便
株
式
会
社
か
ら
も
ご
協
力
、
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、

多
く
の
方
に
元

気
な
山
の
取
り

組
み
を
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ

う
、
積
極
的
に

情
報
発
信
を
し

て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　10月15日（日）、馬路村民運動
場で第25回山師達人選手権大会が
開催され、県内外から過去最多の
38チーム（山師の部：30チーム、
女性山師の部：8チーム）が参加
し、熱戦が繰り広げられました。

　山師の部　決勝
１位　湯浅建設20代
２位　別役林業(株)
３位　魚梁瀬青年団
　女性山師の部
１位　フォレスト・ガールズ
２位　役場レディース
３位　役場ガールズ

今大会の成績

「パシャッ！！」
　満面の笑みで作ってきたお弁当を記者さん（高知新聞社:北原さん）に向ける５年生。写真に写っ

た５年生の顔は、達成感に満ちあふれ、お弁当箱には、おかずがぎゅうぎゅうに詰められていました。

北原さんは、「自炊の習慣は一生もの、必ず身を助けます」と言います。今年でこのお弁当の日は、

６年目を迎えました。先輩から後輩へ、お弁当の日は受け継がれています。

　「継続は、力なりと言います。年５回のお弁当の日を続

けていってください。必ず子どもたちの糧となります！」

と研修部長の木下さんも言います。年５回、このお弁当の

日を通して馬路の子どもたちを育てていきましょう！

　平成29年10月21日に、再任で、教育長に清岡明徳氏が就任しました。今後の教育行政の
発展に期待します。

　
こ
の
た
び
教
育
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
４
月
の
教
育
委
員
会
制
度

に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、教
育
委

員
長
と
教
育
長
が
一
本
化
さ
れ
、今
回
の

再
任
か
ら
適
用
と
な
り
ま
し
た
。新
教
育

長
と
し
て
改
め
て
教
育
委
員
会
を
ま
と

め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、今
後
は
、教
育

委
員
会
と
行
政
代
表
の
村
長
が
協
議
を

行
う
場
で
あ
る
総
合
教
育
会
議
を
設
置

し
、教
育
の
目
標
や
方
針
に
つ
い
て
決
定

す
る
こ
と
と
な
り
、村
の
教
育
大
綱
に
基

づ
き
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
本
村
の
学
校
で
は
児
童
生
徒
数
の
減

少
に
伴
い
、複
式
で
の
学
級
編
制
と
な
って

い
ま
す
が
、そ
の
対
策
と
し
て
、加
配
教
員

の
配
置
な
ど
に
よ
る
授
業
の
充
実
や
教
育

環
境
の
整
備
を
行
い
、子
ど
も
た
ち
の
学

ぶ
力
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
、村
で
は
以
前
か
ら
、教
育
に

関
し
て
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
多

大
な
協
力
が
得
ら
れ
て
お
り
、ま
た
、各

地
区
の
地
域
行
事
や
お
祭
り
に
児
童
生

徒
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、ふ
る

さ
と
を
思
う
気
持
ち
を
育
て
る
大
事
な

教
育
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
地
域
の

皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、学
校
教
育
、社
会

教
育
、社
会
体
育
と
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

村
民
の
皆
さ
ま
の
要
望
に
お
応
え
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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11
月
12
日
か
ら
13
日
ま
で
の
１

泊
２
日
で
、
馬
路
小
学
校
６
年
生

７
人
が
参
加
し
て
防
災
キ
ャ
ン
プ

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
は
、
避
難
所
と
し
て

使
用
さ
れ
る
馬
路
村
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
で
、
炊
き
出
し
な
ど
を
行

い
、
避
難
所
生
活
を
体
験
す
る
も

の
で
す
。

　
ま
ず
、
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い
て
の

学
習
を
行
い
、
ツ
ナ
缶
と
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ
た
ラ
ン
プ

づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、

避
難
所
内
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

守
る
た
め
に
、
段
ボ
ー
ル
で
そ
れ

ぞ
れ
に
自
分
の
部
屋
を
作
り
、
エ

ア
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
寝
床
を
準
備

し
ま
し
た
。

　
朝
夕
の
食
事
は
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク

ス
炊
飯
袋
で
ご
飯
を
炊
く
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
た
。
新
聞
紙
や
細
い

木
を
使
い
な
が
ら
、
上
手
に
火
を

お
こ
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
感
想
に
は
、
楽

し
み
な
が
ら
防
災
に
つ
い
て
学
べ

た
こ
と
、
家
の
布
団
と
違
い
ゆ
っ

く
り
寝
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
、
み
ん
な
と
の
共
同
生
活
が

楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。

　　
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
事
前
に

準
備
で
き
る
も
の
や
、
ど
こ
へ
避

難
し
た
ら
い
い
か
な
ど
、
ご
家
庭

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
防
災

に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

▶
ツ
ナ
缶
ラ
ン
プ
づ
く
り
に
挑
戦

◀
自
分
の
部
屋
、
寝
床
づ
く
り
中

防災キャンプ体験　in　就業改善センター
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育
、社
会

教
育
、社
会
体
育
と
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

村
民
の
皆
さ
ま
の
要
望
に
お
応
え
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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11
月
12
日
か
ら
13
日
ま
で
の
１

泊
２
日
で
、
馬
路
小
学
校
６
年
生

７
人
が
参
加
し
て
防
災
キ
ャ
ン
プ

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
は
、
避
難
所
と
し
て

使
用
さ
れ
る
馬
路
村
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
で
、
炊
き
出
し
な
ど
を
行

い
、
避
難
所
生
活
を
体
験
す
る
も

の
で
す
。

　
ま
ず
、
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い
て
の

学
習
を
行
い
、
ツ
ナ
缶
と
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ
た
ラ
ン
プ

づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、

避
難
所
内
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

守
る
た
め
に
、
段
ボ
ー
ル
で
そ
れ

ぞ
れ
に
自
分
の
部
屋
を
作
り
、
エ

ア
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
寝
床
を
準
備

し
ま
し
た
。

　
朝
夕
の
食
事
は
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク

ス
炊
飯
袋
で
ご
飯
を
炊
く
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
た
。
新
聞
紙
や
細
い

木
を
使
い
な
が
ら
、
上
手
に
火
を

お
こ
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
感
想
に
は
、
楽

し
み
な
が
ら
防
災
に
つ
い
て
学
べ

た
こ
と
、
家
の
布
団
と
違
い
ゆ
っ

く
り
寝
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
、
み
ん
な
と
の
共
同
生
活
が

楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。

　　
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
事
前
に

準
備
で
き
る
も
の
や
、
ど
こ
へ
避

難
し
た
ら
い
い
か
な
ど
、
ご
家
庭

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
防
災

に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

▶
ツ
ナ
缶
ラ
ン
プ
づ
く
り
に
挑
戦

◀
自
分
の
部
屋
、
寝
床
づ
く
り
中

防災キャンプ体験　in　就業改善センター



議会だより ９月定例会NO.150

平成２9年　第５回　定例会で議決された議案などの賛否一覧表 ○ ： 賛成　　× ： 反対　　　欠 ： 欠席　　― ： 議長        

平成２８年度馬路村の健全化判断比率及び資金不足比率の報告

平成２8年度馬路村一般会計歳入歳出決算の認定について

平成２8年度馬路村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２8年度馬路村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２8年度馬路村診療所特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２8年度馬路村介護サービス特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２8年度馬路村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２8年度馬路村小水力発電特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２９年度馬路村一般会計補正予算（第２号）について

平成２９年度馬路村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

平成２９度馬路村簡易水道特別会計補正予算（第２号）について

平成２９年度馬路村診療所特別会計補正予算（第２号）について

平成２９年度馬路村介護サービス特別会計補正予算（第１号）について

平成２９年度馬路村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

平成２９年度馬路村小水力発電特別会計補正予算（第１号）について

　「全国森林環境税」の創設に関する意見書
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岡
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元
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山
民
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隆
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皆
津
由
理

木
下
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岩
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清
岡
弘
滋

報告第１号

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

　平成２９年９月定例会は、９月５日から８日までの４日間の会期で開催された。
　５日は、行政報告などの諸般の報告に続いて、平成２８年度馬路村の健全化判断比率及び資金不足比
率の報告１件を審議後、各議案の提案説明が行われた。
　６日は議案精査のため休会。
　７日は一般質問を６氏が行った後、議案の審議、採決を行い、平成２８年度一般会計及び特別会計の
決算の認定及び平成２９年度一般会計及び特別会計補正予算、意見書議案などを可決し会期を１日繰り
上げて閉会した。

平成２９年　第５回　９月定例会の概要

平成２8年度村の決算平成２8年度村の決算平成２8年度村の決算

災害復旧事業費
 113,639千円（5.6%）

維持補修費
9,765千円（0.5%）

積立金
117,001千円（5.8%）

繰出金
特別会計への繰出金
85,316千円（4.3%）

投資及び
出資金
4,710千円（0.2%）

扶助費
福祉施設入所費など
23,819千円
（1.2%）

物件費
消耗品・光熱水費・
通信運搬費など
392,256千円（19.5%）

補助費等
中芸広域連合負担金・
各種団体への補助など
285,120千円（14.2%）

人件費
職員給与・手当など
315,851千円
（15.7%）

普通建設事業費
林道整備・村道整備など公共事業
432,872千円（21.6%）

公債費
借金の返済金
227,920千円
（11.4%）

村 税
村民税・固定資産税など
137,149千円（6.4%）

その他
負担金・使用料など
34,254千円（1.6%）

繰入金
基金の取り崩し
156,395千円（7.2%）

諸収入
寄付金・繰越金など
200,823千円（9.3%）

その他の交付金など
地方消費税交付金
地方譲与税など
34,644千円（1.6%）

国庫支出金
村が行う事業に対する
国からの負担金や補助金
328,804千円（15.3%）

県支出金
村が行う事業に対する
県からの負担金や補助金
73,862千円（3.4%）

村 債
村が行う事業の
ために借りたお金
203,411千円（9.4%）

地方交付税
所得税や酒税などの国税を基準に
配分される交付金
988,354千円（45.8%）

　平成28年度の決算の状況をお知らせします。馬路村一般会計の歳入決算額は、2,157,696千円で、前年度
2,556,179千円に比べ398,483千円(15.6％)の減となっています。歳出決算額は、2,008,269千円で、前年度
2,429,244千円と比較すると420,975千円(17.3％)の減になっています。
　歳入が減額となった主な要因は、国勢調査による人口減の影響により普通交付税が減額となったことによるもので、歳出
が減額となった主な要因は、前年度に実施した地域優良賃貸住宅建築事業、小水力発電施設整備事業、馬路診療所建替事
業等の大型事業の終了によるものです。

平成28年度一般会計の歳入歳出決算額

歳入の状況
（2,158百万円）

歳出の状況
（2,008百万円）

自主財源
528,621千円
（24.5%）

依存財源
 1,629,075千円
（75.5%）

義務的経費
567,590千円
 (28.3%)

その他の経費
894,168千円
  （44.5%） 

投資的経費
546,511千円
  （27.2%） 

　「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」第２条に規定する
国の負担割合又は補助の割合の特例の継続等に関する意見書

認定議案
第１号
認定議案
第２号
認定議案
第３号
認定議案
第４号
認定議案
第５号
認定議案
第６号
認定議案
第７号

意見書議案
第１号

意見書議案
第２号
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■
10
月
27
日

・
産
業
建
設
課
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
、
工
事
の
進
捗
状
況
（
平

成
29
年
度
繰
越
工
事
及
び
現
年
発

注
工
事
）
の
説
明
を
受
け
た
。
そ

の
後
、
質
問
、
要
望
を
行
っ
た
。

・
協
議
事
項
と
し
て
（
株
）
エ
コ

ア
ス
馬
路
村
の
資
料
を
議
会
と
し

て
求
め
る
こ
と
や
議
員
と
し
て
研

修
会
や
諸
行
事
へ
の
参
加
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
行
っ
た
。

■
11
月
２
日

　
第
66
回
全
国
へ
き
地
教
育
研
究

大
会
高
知
大
会
分
科
会
が
魚
梁
瀬

小
・
中
学
校
で
開
催
さ
れ
る
た
め

委
員
会
と
し
て
参
加
し
、
子
ど
も

た
ち
の
学
ぶ
姿
や
先
生
方
の
取
組

に
つ
い
て
学
び
、
学
校
施
設
の
見

学
を
行
っ
た
。

村
づ
く
り
推
進
常
任
委
員
会

■
９
月
１
日

　
平
成
28
年
第
５
回
定
例
会
の
日

程
に
つ
い
て

　
執
行
部
提
出
予
定
の
議
案
等
に

よ
り
会
期
を
９
月
５
日
か
ら
８
日

ま
で
の
４
日
間
と
し
、
６
日
は
議

案
精
査
の
た
め
休
会
と
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

委
員
会
活
動
報
告



議会だより ９月定例会NO.150
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村 債
村が行う事業の
ために借りたお金
203,411千円（9.4%）

地方交付税
所得税や酒税などの国税を基準に
配分される交付金
988,354千円（45.8%）

　平成28年度の決算の状況をお知らせします。馬路村一般会計の歳入決算額は、2,157,696千円で、前年度
2,556,179千円に比べ398,483千円(15.6％)の減となっています。歳出決算額は、2,008,269千円で、前年度
2,429,244千円と比較すると420,975千円(17.3％)の減になっています。
　歳入が減額となった主な要因は、国勢調査による人口減の影響により普通交付税が減額となったことによるもので、歳出
が減額となった主な要因は、前年度に実施した地域優良賃貸住宅建築事業、小水力発電施設整備事業、馬路診療所建替事
業等の大型事業の終了によるものです。

平成28年度一般会計の歳入歳出決算額

歳入の状況
（2,158百万円）

歳出の状況
（2,008百万円）

自主財源
528,621千円
（24.5%）

依存財源
 1,629,075千円
（75.5%）

義務的経費
567,590千円
 (28.3%)

その他の経費
894,168千円
  （44.5%） 

投資的経費
546,511千円
  （27.2%） 

　「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」第２条に規定する
国の負担割合又は補助の割合の特例の継続等に関する意見書

認定議案
第１号
認定議案
第２号
認定議案
第３号
認定議案
第４号
認定議案
第５号
認定議案
第６号
認定議案
第７号

意見書議案
第１号

意見書議案
第２号

広報うまじ298号 ̶̶̶̶（4広報うまじ298号 ̶̶̶̶（5　

■
10
月
27
日

・
産
業
建
設
課
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
、
工
事
の
進
捗
状
況
（
平

成
29
年
度
繰
越
工
事
及
び
現
年
発

注
工
事
）
の
説
明
を
受
け
た
。
そ

の
後
、
質
問
、
要
望
を
行
っ
た
。

・
協
議
事
項
と
し
て
（
株
）
エ
コ

ア
ス
馬
路
村
の
資
料
を
議
会
と
し

て
求
め
る
こ
と
や
議
員
と
し
て
研

修
会
や
諸
行
事
へ
の
参
加
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
行
っ
た
。

■
11
月
２
日

　
第
66
回
全
国
へ
き
地
教
育
研
究

大
会
高
知
大
会
分
科
会
が
魚
梁
瀬

小
・
中
学
校
で
開
催
さ
れ
る
た
め

委
員
会
と
し
て
参
加
し
、
子
ど
も

た
ち
の
学
ぶ
姿
や
先
生
方
の
取
組

に
つ
い
て
学
び
、
学
校
施
設
の
見

学
を
行
っ
た
。

村
づ
く
り
推
進
常
任
委
員
会

■
９
月
１
日

　
平
成
28
年
第
５
回
定
例
会
の
日

程
に
つ
い
て

　
執
行
部
提
出
予
定
の
議
案
等
に

よ
り
会
期
を
９
月
５
日
か
ら
８
日

ま
で
の
４
日
間
と
し
、
６
日
は
議

案
精
査
の
た
め
休
会
と
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

委
員
会
活
動
報
告



平成２9年　第６回　臨時会で議決された議案などの賛否一覧表 ○ ： 賛成　　× ： 反対　　　欠 ： 欠席　　― ： 議長        

教育長の選任について（清岡明徳）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

―

―

同
意
承
認

結
果

山
中
　
隆

岡
田
元
生

枦
山
民
夫

五
味
隆
仁

皆
津
由
理

木
下
英
年

岩
城
勝
則

清
岡
弘
滋

　平成２９年第６回臨時会は、１０月１７日に開催。
　同意議案1議案と専決処分の承認１議案が提出され、審議の結果、原案どおり同意、承認され閉会した。

平成２９年　第６回　臨時会の概要

専決処分の承認を求めることについて（平成２９年度馬路村一般会計補正予算
（第３号）について）

投票総数7票、有効7票、無効0票
賛成＝7票、反対＝0票

承認議案
第１号

同意議案
第１号

広報うまじ298号 ̶̶̶̶（6

一

般

質

問
こ
こ
が

聞
き
た
い

　
一
般
質
問
に
は
、
６
氏
が

立
ち
、
次
の
と
お
り
質
問
を

行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

木
下
英
年
　議
員

森
林
環
境
税
に
つい
て

問
政
府
は
、森
林
吸
収
源
対
策

税
制
に
関
す
る
検
討
会
を
行
っ

て
い
る
が
、

①
税
の
目
的
、性
格
基
本
的
な

枠
組
み

②
税
収
の
使
途 

③
税
収
の
配
分
に
関
す
る
考
え

方（
配
分
先
、配
分
の
基
準
）

④
都
道
府
県
等
に
お
け
る
超
過

課
税
と
の
関
係
に
つ
い
て
、全
国

森
林
環
境
税
創
設
連
盟
及
び

全
国
森
林
環
境
税
創
設
議
員

連
盟
と
の
連
携
を
図
り
検
討
す

る
と
し
て
い
る
。

　
検
討
会
の
進
み
具
合
と
村
長

の
考
え
を
問
う
。

答（
村
長
）

　
森
林
現
場
に
は
所
有
者
の
特

定
困
難
や
境
界
不
明
、担
い
手

不
足
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。そ

の
対
策
と
し
て
、市
町
村
が
主

体
と
な
り
森
林
整
備
等
の
財
源

に
充
て
る
た
め
国
民
に
等
し
く

負
担
を
求
め
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
、森
林
環
境
税
の
創
設
を

国
が
示
し
て
い
る
。具
体
的
な

仕
組
み
に
つい
て
、平
成
30
年
度

の
税
制
改
正
に
お
い
て
結
論
を

得
る
と
な
って
い
る
。

　
使
途
と
し
て
は
、整
備
の
必

要
な
箇
所
の
把
握
や
所
有
者
の

把
握
、林
地
台
帳
の
整
備
等
の

事
前
調
査
費
用
、集
約
化
や
森

林
経
営
計
画
の
策
定
、発
注
前

の
現
地
調
査
、森
林
整
備
の
実

行
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
配
分
は
、具
体
的
に
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、県
の
情
報
で
は
、私

有
林
の
人
工
林
面
積
を
基
礎
と

し
、地
理
的
、地
形
的
条
件
が
な

い
よ
う
な
の
で
役
場
、森
林
組
合
、

エコ
ア
ス
馬
路
村
の
３
社
で
意
見

集
約
し
要
望
を
行
って
い
る
。

　
府
県
の
行
って
い
る
課
税
は
府

県
の
財
源
で
あ
り
、森
林
環
境

税
を
充
て
て
、市
町
村
が
主
体

と
な
って
実
施
す
る
事
業
内
容
、

事
業
規
模
等
踏
ま
え
な
が
ら
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
と
議
論
さ

れ
て
い
る
。

　
関
係
す
る
全
国
組
織
が
連

携
し
て
創
設
さ
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。

岡
田
元
生
　議
員

村
長
の
行
政
運
営
姿
勢
に
つい
て

⓵
村
民・村
営
企
業
と
い
え
る
エ

コ
ア
ス
馬
路
村
の
代
表
取
締
役

を
６
月
に
辞
め
て
い
る
が
、議
会

に
は
理
由
を
説
明
し
な
い
、求
め

た
28
年
度
の
決
算
状
況
も
開
示

し
な
い
。

答（
村
長
）

　
村
長
と
エ
コ
ア
ス
を
兼
務
す

る
こ
と
で
、対
外
的
及
び
行
政

と
の
連
携
が
う
ま
く
で
き
て
い

く
と
考
え
て
い
た
。議
会
で
林

業
に
偏
っ
た
予
算
に
な
っ
て
い
る

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、兼
務
を

す
る
こ
と
で
勤
め
て
い
る
職
員

に
対
し
良
く
な
い
方
向
に
向
か

う
と
す
れ
ば
、残
念
な
が
ら
私

の
思
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
退

い
た
。執
行
部
に
対
し
て
議
会

か
ら
資
料
を
求
め
る
場
合
に
は
、

議
長
の
許
可
を
も
っ
て
議
長
か

ら
請
求
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
に
な

っ
て
い
る
の
で
そ
の
よ
う
に
さ
れ

た
い
。

⓶
２
期
目
の
福
祉
計
画
が
、８

月
に
全
戸
配
布
さ
れ
た
。馬
路

村
の
創
生
に
関
し
て
も
重
要
な

資
料
と
な
る
住
民
意
向
に
基
づ

い
て
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
取
組
の
最
後
に
は

「
も
っ
と
工
夫
し
て
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
向
上
さ
せ
ま
す
」と
表
し

て
、二
つ
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

計
画
し
て
い
る
。計
画
で
は
、２

年
か
け
て
検
討
を
行
う
と
さ
れ

て
い
る
が
、村
長
は
６
月
議
会
答

弁
で
早
々
に
そ
の一つ（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
事
業
）に
つ
い
て
実
施
し

な
い
と
答
弁
し
た
。

答（
村
長
）

　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
の
実
施

に
は
、今
の
状
況
で
は
マ
ン
パ
ワ
ー

の
不
足
が
主
要
因
と
な
り
、現

時
点
で
は
取
り
巻
く
状
況
を
勘

案
す
る
と
検
討
し
て
い
く
べ
き

事
項
に
す
べ
き
と
、計
画
策
定

委
員
会
の
意
見
と
し
て
と
り
ま

と
め
ら
れ
て
お
り
、今
の
と
こ
ろ

取
り
組
む
予
定
は
な
い
と
答
弁

し
た
。

⓷
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
、村
の

働
く
場
に
協
力
を
求
め
、村
出

身
者
を
留
め
る
こ
と
が
、人
口

減
少・地
域
の
疲
弊
対
策
と
考

え
要
望
し
て
い
る
。ま
た
、村
の

採
用
も
こ
の
観
点
で
実
施
さ
れ

る
の
か
。ま
た
、採
用
の
公
平・公

明
性
の
確
保
に
つい
て
は
ど
う
か
。

答（
村
長
）

　
今
回
、社
会
人
採
用
枠
を
設

け
る
こ
と
に
よ
り
、Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン

者
に
対
す
る
採
用
が
可
能
と
な

る
よ
う
に
し
た
。試
験
は
採
用

試
験
の
内
規
を
作
成
し
て
お
り
、

こ
れ
に
沿
っ
て
審
査・選
考
に
あ

た
っ
て
い
る
。筆
記
等
は
全
国
町

村
会
を
通
じ
て
の
統
一
試
験
も

実
施
し
て
お
り
、公
平・公
明
性

を
担
保
し
て
き
て
い
る
の
で
不

正
は
あ
り
え
な
い
。

⓸
村
の
重
要
な
資
産
で
あ
る
小

石
川
山
に
つい
て
、林
道
を
開
設

し
て
山
林
の
整
備
が
さ
れ
て
き

て
い
る
。財
産
価
値
を
高
め
る

た
め
の
適
切
な
整
備
が
さ
れ
て

き
た
か
を
懸
念
す
る
声
が
あ
る

こ
と
か
ら
、整
備
し
た
内
容
に

関
し
て
詳
し
く
説
明
を
さ
れ
た

い
。

答（
村
長
）

　
小
石
川
山
に
は
、林
道
を
7.2

㎞
計
画
し
て
整
備
し
て
お
り
、

50
年
生
の
杉
が
多
い
。こ
れ
ま
で

48・9
ha
、４
，７
５
８
㎥
の
整
備

を
し
た
。販
売
額
は
５
千
百
万

で
要
し
た
経
費
は
８
千
３
百
万

円
と
な
っ
て
お
り
、差
引
３
千
２

百
万
円
の
赤
字
と
な
る
た
め
、

国
や
県
の
間
伐
補
助
を
活
用
し

て
い
る
。整
備
は
皆
伐
を
行
わ

ず
、搬
出
間
伐
を
行
う
こ
と
で

木
材
の
活
用
と
下
層
植
生
や
残

存
木
の
成
長
を
促
し
、適
正
な

森
林
整
備
を
し
て
将
来
に
向
け

た
木
材
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

森
林
組
合
が
施
業
の
計
画
と
収

支
を
し
っ
か
り
行
って
い
る
。

清
岡
弘
滋
　議
員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つい
て

問
本
年
度
当
初
、国
よ
り
返
礼

品
の
調
達
額
は
寄
付
額
の
３
割

以
下
と
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ

た
。本
村
で
は
、ま
だ
、対
応
が

示
さ
れ
て
い
な
い
が
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。対
応
の
時
期
に
よ

っ
て
は
交
付
金
に
も
影
響
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

　
寄
付
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

は
、収
入
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
ら

え
る
だ
け
で
な
く
、活
用
し
て
こ

そ
意
味
が
あ
る
と
思
う
が
活
用

方
法
に
つ
い
て
は
、ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答（
村
長
）

　
本
村
は
、ポ
イ
ン
ト
制
度
を

導
入
し
て
お
り
返
礼
割
合
を
変

更
す
る
場
合
、変
更
の
周
知
に

時
間
が
必
要
と
な
る
。他
の
自

治
体
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら

慎
重
に
検
討
し
、さ
ま
ざ
ま
な

状
況
も
注
視
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

　
納
税
の
際
に
は
、ア
ン
ケ
ー
ト

を
お
願
い
し
て
お
り
、そ
の
結
果
、

使
途
に
つ
い
て「
指
定
を
し
な

い
」が
最
も
多
く
、次
に
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
子
育

て
支
援
に
関
す
る
事
業
と
な
っ

て
い
る
。納
税
者
の
気
持
ち
を

考
え
、馬
路
村
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
条
例
の
対
象
事
業
に
有
効

に
活
用
し
村
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
く
。使
途
に
つ
い
て
も
お

知
ら
せ
し
て
い
く
よ
う
努
め
る
。

岩
城
勝
則
　議
員

（
株
）エ
コ
ア
ス
馬
路
村
に
つい
て

⓵
会
社
の
設
立
に
至
っ
た
背
景
、

環
境
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答（
村
長
）

　
平
成
10
年
に
魚
梁
瀬
営
林

署
の
閉
鎖
が
発
表
さ
れ
、そ
の

対
策
と
し
て
森
林
組
合
を
中
心

に
議
会
と
と
も
に
検
討
し
、平

成
12
年
に
第
三
セ
ク
タ
ー
を
設

立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。平
成
13

年
に
は
事
業
課
、加
工
課
、総
務

企
画
課
、そ
の
後
に
高
知
市
に

森
の
情
報
館
の
経
営
に
よ
り
従

業
員
29
名
の
組
織
体
制
で
ス
タ

ー
ト
し
た
。

⓶
設
立
か
ら
現
在
ま
で
の
経
営

に
つ
い
て
、村
長
と
し
て
ど
の
よ

う
に
見
て
き
た
か
。

答（
村
長
）

　
木
製
ト
レ
イ
を
全
国
森
林
組

合
連
合
会
が
全
量
買
い
取
る
と

い
う
契
約
で
あ
っ
た
が
全
量
買
い

取
り
が
で
き
ず
、次
への
展
開
を

図
り
新
し
い
木
の
形
に
挑
戦
し

行
っ
て
い
る
。今
期
は
厳
し
い
状

況
で
は
あ
る
が
、公
認
会
計
士

の
指
導
の
下
、経
営
運
営
を
行
っ

て
い
る
。

⓷
今
後
の
経
営
見
通
し
、目
論

見
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答（
村
長
）

　
国・県・村
の
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、事
業
課
が
国
有
林

野
事
業
を
取
り
入
れ
事
業
の
確

保
を
図
る
こ
と
。加
工
課
は
、新

商
品
の
販
売
戦
略
に
よ
る
販
路

拡
大
と
事
業
課
の
フ
ォ
ロ
ー
体

制
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、

雇
用
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
経

営
を
行
っ
て
い
け
ば
、こ
れ
か
ら

先
も
続
い
て
い
け
る
と
考
え
る
。

皆
津
由
理
　議
員

地
域
福
祉
計
画
に
お
け
る
交
通
手

段
の
在
り
方
、確
保
に
つい
て

問
先
日
、打
ち
出
さ
れ
た
馬
路

村
地
域
福
祉
計
画
の
中
で
は
、

「
村
内
外
の
交
通
手
段
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
」

と
掲
げ
て
い
る
。住
民
の
交
通

手
段
、足
の
確
保
に
つい
て
は
、当

議
会
で
も
再
三
問
題
視
さ
れ
て

お
り
、過
疎
高
齢
化
が
進
む
本

村
に
と
って
喫
緊
に
取
り
組
む
べ

き
課
題
で
あ
る
。平
成
30
年
度

ま
で
に
検
討
す
る
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
検
討
し
、具
体
化

し
て
い
く
の
か
問
う
。

答（
村
長
）

　
こ
れ
ま
で
も
議
論
を
し
て
き

た
が
、方
向
性
が
見
出
せ
て
い
な

い
の
が
現
在
の
状
況
で
あ
る
。役

場
の
課
長
会
で
公
共
交
通
機
関
、

地
域
交
通
の
福
祉
、医
療
等
の

状
況
を
踏
ま
え
最
後
の
洗
い
出

し
を
行
っ
て
い
る
。さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
が
持
続
で
き
、村
民
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に

は
、村
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
が
あ
る
。こ
の
課
題・論
点

が
整
理
で
き
れ
ば
、多
く
の
意

見
を
聞
く
た
め
に
行
政
を
踏
ま

え
た
関
係
者
で「
馬
路
村
地
域

交
通
検
討
委
員
会
」を
設
置
し

た
い
。平
成
29
年
、30
年
度
に
開

催
し
方
向
性
を
定
め
た
い
。

枦
山
民
夫
　議
員

山
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
つい
て

問
現
在
、８
月
11
日
に
山
の
日
の

イ
ベ
ン
ト
が
馬
路
温
泉
と
そ
の

周
辺
で
行
わ
れ
て
い
る
。魚
梁

瀬
に
は
千
本
山
や
お
化
け
杉
な

ど
有
名
な
山
や
名
勝
が
あ
り
、

丸
山
公
園
に
は
、森
林
鉄
道
が

走
り
日
本
遺
産
を
ピ
ー
ア
ー
ル

す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。魚

梁
瀬
で
も
開
催
で
き
な
い
か
問

う
。

答（
村
長
）

　
現
在
、馬
路
村
全
体
で
年
間

約
30
件
以
上
の
イ
ベン
ト
を
行
っ

て
お
り
、日
程
や
ス
タ
ッ
フ
を
考

え
る
と
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

今
開
催
し
て
い
る
各
イ
ベン
ト
の

充
実
、村
外
への
情
報
発
信
の
強

化
や「
山
の
日
」関
連
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
千
本
山
ツ
ア
ー
の
開
催

な
ど
、多
く
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
支
援
が
で
き
な
い
か

考
え
る
必
要
が
あ
る
。そ
し
て
、

地
区
が
行
っ
て
い
る
各
イ
ベ
ン
ト

の
運
営
方
法
な
ど
大
切
に
し
な

が
ら
、内
容
に
つ
い
て
十
分
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
、村
と
し
て
も

協
力
し
て
い
き
た
い
。今
あ
る
イ

ベ
ン
ト
を
充
実
、拡
大
し
て
い
く

こ
と
が
よ
い
の
で
は
と
考
え
る
。

臨
時
会
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仁
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城
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清
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弘
滋

　平成２９年第６回臨時会は、１０月１７日に開催。
　同意議案1議案と専決処分の承認１議案が提出され、審議の結果、原案どおり同意、承認され閉会した。

平成２９年　第６回　臨時会の概要
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承認議案
第１号

同意議案
第１号

広報うまじ298号 ̶̶̶̶（6

一

般

質

問
こ
こ
が

聞
き
た
い

　
一
般
質
問
に
は
、
６
氏
が

立
ち
、
次
の
と
お
り
質
問
を

行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

木
下
英
年
　議
員

森
林
環
境
税
に
つい
て

問
政
府
は
、森
林
吸
収
源
対
策

税
制
に
関
す
る
検
討
会
を
行
っ

て
い
る
が
、

①
税
の
目
的
、性
格
基
本
的
な

枠
組
み

②
税
収
の
使
途 

③
税
収
の
配
分
に
関
す
る
考
え

方（
配
分
先
、配
分
の
基
準
）

④
都
道
府
県
等
に
お
け
る
超
過

課
税
と
の
関
係
に
つ
い
て
、全
国

森
林
環
境
税
創
設
連
盟
及
び

全
国
森
林
環
境
税
創
設
議
員

連
盟
と
の
連
携
を
図
り
検
討
す

る
と
し
て
い
る
。

　
検
討
会
の
進
み
具
合
と
村
長

の
考
え
を
問
う
。

答（
村
長
）

　
森
林
現
場
に
は
所
有
者
の
特

定
困
難
や
境
界
不
明
、担
い
手

不
足
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。そ

の
対
策
と
し
て
、市
町
村
が
主

体
と
な
り
森
林
整
備
等
の
財
源

に
充
て
る
た
め
国
民
に
等
し
く

負
担
を
求
め
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
、森
林
環
境
税
の
創
設
を

国
が
示
し
て
い
る
。具
体
的
な

仕
組
み
に
つい
て
、平
成
30
年
度

の
税
制
改
正
に
お
い
て
結
論
を

得
る
と
な
って
い
る
。

　
使
途
と
し
て
は
、整
備
の
必

要
な
箇
所
の
把
握
や
所
有
者
の

把
握
、林
地
台
帳
の
整
備
等
の

事
前
調
査
費
用
、集
約
化
や
森

林
経
営
計
画
の
策
定
、発
注
前

の
現
地
調
査
、森
林
整
備
の
実

行
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
配
分
は
、具
体
的
に
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、県
の
情
報
で
は
、私

有
林
の
人
工
林
面
積
を
基
礎
と

し
、地
理
的
、地
形
的
条
件
が
な

い
よ
う
な
の
で
役
場
、森
林
組
合
、

エコ
ア
ス
馬
路
村
の
３
社
で
意
見

集
約
し
要
望
を
行
って
い
る
。

　
府
県
の
行
って
い
る
課
税
は
府

県
の
財
源
で
あ
り
、森
林
環
境

税
を
充
て
て
、市
町
村
が
主
体

と
な
って
実
施
す
る
事
業
内
容
、

事
業
規
模
等
踏
ま
え
な
が
ら
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
と
議
論
さ

れ
て
い
る
。

　
関
係
す
る
全
国
組
織
が
連

携
し
て
創
設
さ
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。

岡
田
元
生
　議
員

村
長
の
行
政
運
営
姿
勢
に
つい
て

⓵
村
民・村
営
企
業
と
い
え
る
エ

コ
ア
ス
馬
路
村
の
代
表
取
締
役

を
６
月
に
辞
め
て
い
る
が
、議
会

に
は
理
由
を
説
明
し
な
い
、求
め

た
28
年
度
の
決
算
状
況
も
開
示

し
な
い
。

答（
村
長
）

　
村
長
と
エ
コ
ア
ス
を
兼
務
す

る
こ
と
で
、対
外
的
及
び
行
政

と
の
連
携
が
う
ま
く
で
き
て
い

く
と
考
え
て
い
た
。議
会
で
林

業
に
偏
っ
た
予
算
に
な
っ
て
い
る

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、兼
務
を

す
る
こ
と
で
勤
め
て
い
る
職
員

に
対
し
良
く
な
い
方
向
に
向
か

う
と
す
れ
ば
、残
念
な
が
ら
私

の
思
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
退

い
た
。執
行
部
に
対
し
て
議
会

か
ら
資
料
を
求
め
る
場
合
に
は
、

議
長
の
許
可
を
も
っ
て
議
長
か

ら
請
求
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
に
な

っ
て
い
る
の
で
そ
の
よ
う
に
さ
れ

た
い
。

⓶
２
期
目
の
福
祉
計
画
が
、８

月
に
全
戸
配
布
さ
れ
た
。馬
路

村
の
創
生
に
関
し
て
も
重
要
な

資
料
と
な
る
住
民
意
向
に
基
づ

い
て
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
取
組
の
最
後
に
は

「
も
っ
と
工
夫
し
て
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
向
上
さ
せ
ま
す
」と
表
し

て
、二
つ
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

計
画
し
て
い
る
。計
画
で
は
、２

年
か
け
て
検
討
を
行
う
と
さ
れ

て
い
る
が
、村
長
は
６
月
議
会
答

弁
で
早
々
に
そ
の一つ（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
事
業
）に
つ
い
て
実
施
し

な
い
と
答
弁
し
た
。

答（
村
長
）

　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
の
実
施

に
は
、今
の
状
況
で
は
マ
ン
パ
ワ
ー

の
不
足
が
主
要
因
と
な
り
、現

時
点
で
は
取
り
巻
く
状
況
を
勘

案
す
る
と
検
討
し
て
い
く
べ
き

事
項
に
す
べ
き
と
、計
画
策
定

委
員
会
の
意
見
と
し
て
と
り
ま

と
め
ら
れ
て
お
り
、今
の
と
こ
ろ

取
り
組
む
予
定
は
な
い
と
答
弁

し
た
。

⓷
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
、村
の

働
く
場
に
協
力
を
求
め
、村
出

身
者
を
留
め
る
こ
と
が
、人
口

減
少・地
域
の
疲
弊
対
策
と
考

え
要
望
し
て
い
る
。ま
た
、村
の

採
用
も
こ
の
観
点
で
実
施
さ
れ

る
の
か
。ま
た
、採
用
の
公
平・公

明
性
の
確
保
に
つい
て
は
ど
う
か
。

答（
村
長
）

　
今
回
、社
会
人
採
用
枠
を
設

け
る
こ
と
に
よ
り
、Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン

者
に
対
す
る
採
用
が
可
能
と
な

る
よ
う
に
し
た
。試
験
は
採
用

試
験
の
内
規
を
作
成
し
て
お
り
、

こ
れ
に
沿
っ
て
審
査・選
考
に
あ

た
っ
て
い
る
。筆
記
等
は
全
国
町

村
会
を
通
じ
て
の
統
一
試
験
も

実
施
し
て
お
り
、公
平・公
明
性

を
担
保
し
て
き
て
い
る
の
で
不

正
は
あ
り
え
な
い
。

⓸
村
の
重
要
な
資
産
で
あ
る
小

石
川
山
に
つい
て
、林
道
を
開
設

し
て
山
林
の
整
備
が
さ
れ
て
き

て
い
る
。財
産
価
値
を
高
め
る

た
め
の
適
切
な
整
備
が
さ
れ
て

き
た
か
を
懸
念
す
る
声
が
あ
る

こ
と
か
ら
、整
備
し
た
内
容
に

関
し
て
詳
し
く
説
明
を
さ
れ
た

い
。

答（
村
長
）

　
小
石
川
山
に
は
、林
道
を
7.2

㎞
計
画
し
て
整
備
し
て
お
り
、

50
年
生
の
杉
が
多
い
。こ
れ
ま
で

48・9
ha
、４
，７
５
８
㎥
の
整
備

を
し
た
。販
売
額
は
５
千
百
万

で
要
し
た
経
費
は
８
千
３
百
万

円
と
な
っ
て
お
り
、差
引
３
千
２

百
万
円
の
赤
字
と
な
る
た
め
、

国
や
県
の
間
伐
補
助
を
活
用
し

て
い
る
。整
備
は
皆
伐
を
行
わ

ず
、搬
出
間
伐
を
行
う
こ
と
で

木
材
の
活
用
と
下
層
植
生
や
残

存
木
の
成
長
を
促
し
、適
正
な

森
林
整
備
を
し
て
将
来
に
向
け

た
木
材
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

森
林
組
合
が
施
業
の
計
画
と
収

支
を
し
っ
か
り
行
って
い
る
。

清
岡
弘
滋
　議
員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つい
て

問
本
年
度
当
初
、国
よ
り
返
礼

品
の
調
達
額
は
寄
付
額
の
３
割

以
下
と
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ

た
。本
村
で
は
、ま
だ
、対
応
が

示
さ
れ
て
い
な
い
が
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。対
応
の
時
期
に
よ

っ
て
は
交
付
金
に
も
影
響
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

　
寄
付
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

は
、収
入
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
ら

え
る
だ
け
で
な
く
、活
用
し
て
こ

そ
意
味
が
あ
る
と
思
う
が
活
用

方
法
に
つ
い
て
は
、ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答（
村
長
）

　
本
村
は
、ポ
イ
ン
ト
制
度
を

導
入
し
て
お
り
返
礼
割
合
を
変

更
す
る
場
合
、変
更
の
周
知
に

時
間
が
必
要
と
な
る
。他
の
自

治
体
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら

慎
重
に
検
討
し
、さ
ま
ざ
ま
な

状
況
も
注
視
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

　
納
税
の
際
に
は
、ア
ン
ケ
ー
ト

を
お
願
い
し
て
お
り
、そ
の
結
果
、

使
途
に
つ
い
て「
指
定
を
し
な

い
」が
最
も
多
く
、次
に
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
子
育

て
支
援
に
関
す
る
事
業
と
な
っ

て
い
る
。納
税
者
の
気
持
ち
を

考
え
、馬
路
村
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
条
例
の
対
象
事
業
に
有
効

に
活
用
し
村
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
く
。使
途
に
つ
い
て
も
お

知
ら
せ
し
て
い
く
よ
う
努
め
る
。

岩
城
勝
則
　議
員

（
株
）エ
コ
ア
ス
馬
路
村
に
つい
て

⓵
会
社
の
設
立
に
至
っ
た
背
景
、

環
境
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答（
村
長
）

　
平
成
10
年
に
魚
梁
瀬
営
林

署
の
閉
鎖
が
発
表
さ
れ
、そ
の

対
策
と
し
て
森
林
組
合
を
中
心

に
議
会
と
と
も
に
検
討
し
、平

成
12
年
に
第
三
セ
ク
タ
ー
を
設

立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。平
成
13

年
に
は
事
業
課
、加
工
課
、総
務

企
画
課
、そ
の
後
に
高
知
市
に

森
の
情
報
館
の
経
営
に
よ
り
従

業
員
29
名
の
組
織
体
制
で
ス
タ

ー
ト
し
た
。

⓶
設
立
か
ら
現
在
ま
で
の
経
営

に
つ
い
て
、村
長
と
し
て
ど
の
よ

う
に
見
て
き
た
か
。

答（
村
長
）

　
木
製
ト
レ
イ
を
全
国
森
林
組

合
連
合
会
が
全
量
買
い
取
る
と

い
う
契
約
で
あ
っ
た
が
全
量
買
い

取
り
が
で
き
ず
、次
への
展
開
を

図
り
新
し
い
木
の
形
に
挑
戦
し

行
っ
て
い
る
。今
期
は
厳
し
い
状

況
で
は
あ
る
が
、公
認
会
計
士

の
指
導
の
下
、経
営
運
営
を
行
っ

て
い
る
。

⓷
今
後
の
経
営
見
通
し
、目
論

見
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答（
村
長
）

　
国・県・村
の
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、事
業
課
が
国
有
林

野
事
業
を
取
り
入
れ
事
業
の
確

保
を
図
る
こ
と
。加
工
課
は
、新

商
品
の
販
売
戦
略
に
よ
る
販
路

拡
大
と
事
業
課
の
フ
ォ
ロ
ー
体

制
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、

雇
用
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
経

営
を
行
っ
て
い
け
ば
、こ
れ
か
ら

先
も
続
い
て
い
け
る
と
考
え
る
。

皆
津
由
理
　議
員

地
域
福
祉
計
画
に
お
け
る
交
通
手

段
の
在
り
方
、確
保
に
つい
て

問
先
日
、打
ち
出
さ
れ
た
馬
路

村
地
域
福
祉
計
画
の
中
で
は
、

「
村
内
外
の
交
通
手
段
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
」

と
掲
げ
て
い
る
。住
民
の
交
通

手
段
、足
の
確
保
に
つい
て
は
、当

議
会
で
も
再
三
問
題
視
さ
れ
て

お
り
、過
疎
高
齢
化
が
進
む
本

村
に
と
って
喫
緊
に
取
り
組
む
べ

き
課
題
で
あ
る
。平
成
30
年
度

ま
で
に
検
討
す
る
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
検
討
し
、具
体
化

し
て
い
く
の
か
問
う
。

答（
村
長
）

　
こ
れ
ま
で
も
議
論
を
し
て
き

た
が
、方
向
性
が
見
出
せ
て
い
な

い
の
が
現
在
の
状
況
で
あ
る
。役

場
の
課
長
会
で
公
共
交
通
機
関
、

地
域
交
通
の
福
祉
、医
療
等
の

状
況
を
踏
ま
え
最
後
の
洗
い
出

し
を
行
っ
て
い
る
。さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
が
持
続
で
き
、村
民
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に

は
、村
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
が
あ
る
。こ
の
課
題・論
点

が
整
理
で
き
れ
ば
、多
く
の
意

見
を
聞
く
た
め
に
行
政
を
踏
ま

え
た
関
係
者
で「
馬
路
村
地
域

交
通
検
討
委
員
会
」を
設
置
し

た
い
。平
成
29
年
、30
年
度
に
開

催
し
方
向
性
を
定
め
た
い
。

枦
山
民
夫
　議
員

山
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
つい
て

問
現
在
、８
月
11
日
に
山
の
日
の

イ
ベ
ン
ト
が
馬
路
温
泉
と
そ
の

周
辺
で
行
わ
れ
て
い
る
。魚
梁

瀬
に
は
千
本
山
や
お
化
け
杉
な

ど
有
名
な
山
や
名
勝
が
あ
り
、

丸
山
公
園
に
は
、森
林
鉄
道
が

走
り
日
本
遺
産
を
ピ
ー
ア
ー
ル

す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。魚

梁
瀬
で
も
開
催
で
き
な
い
か
問

う
。

答（
村
長
）

　
現
在
、馬
路
村
全
体
で
年
間

約
30
件
以
上
の
イ
ベン
ト
を
行
っ

て
お
り
、日
程
や
ス
タ
ッ
フ
を
考

え
る
と
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

今
開
催
し
て
い
る
各
イ
ベン
ト
の

充
実
、村
外
への
情
報
発
信
の
強

化
や「
山
の
日
」関
連
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
千
本
山
ツ
ア
ー
の
開
催

な
ど
、多
く
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
支
援
が
で
き
な
い
か

考
え
る
必
要
が
あ
る
。そ
し
て
、

地
区
が
行
っ
て
い
る
各
イ
ベ
ン
ト

の
運
営
方
法
な
ど
大
切
に
し
な

が
ら
、内
容
に
つ
い
て
十
分
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
、村
と
し
て
も

協
力
し
て
い
き
た
い
。今
あ
る
イ

ベ
ン
ト
を
充
実
、拡
大
し
て
い
く

こ
と
が
よ
い
の
で
は
と
考
え
る
。

臨
時
会
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11
月
１
・
２
日
、
第

66
回
全
国
へ
き
地
教
育

研
究
大
会
高
知
大
会
が

開
催
さ
れ
、
県
内
８
会

場
で
行
わ
れ
た
分
科
会

の
会
場
の
一
つ
、
魚
梁

瀬
小
中
学
校
へ
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
先

生
方
、
百
数
十
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

魚梁瀬小中学校で

全国へき地教育研究大会
高知大会 Ａ分科会 開催

　
魚
梁
瀬
小
中
学
校
で
は
、
平
成
27
年
度
よ

り
、
『
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
表
現
力
を
身

に
付
け
、
主
体
的･

対
話
的
に
学
び
を
深
め
る

児
童
生
徒
の
育
成
』
を
研
究
主
題
に
、
極
少

人
数
に
よ
る
個
に
徹
し
た
教
育
実
践
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
全
国
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
の
分
科
会
場

と
な
っ
た
こ
の
日
、
全
て
の
学
級
で
授
業
を

公
開
し
た
あ
と
、
学
校
全
体
と
し
て
の
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
、
参
加
し

た
先
生
方
か
ら
の
質
問
や
意
見
、
指
導
・
助

言
の
先
生
か
ら
の
講
評
を
い
た
だ
い
て
閉
会

し
ま
し
た
。

　
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
極
少
人
数
で

の
授
業
づ
く
り
は
、
自
分
も
経
験
者
で
す
の

で
、
そ
の
苦
労
が
分
か
り
ま
す
。
先
生
方
の

工
夫
が
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
、
情

熱
が
感
じ
ら
れ
る
授
業
を
見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
研
究
を

続
け
ら
れ
て
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

北
海
道
の
先
生

　
朝
、
学
校
周
辺
を
散
歩
し
ま
し
た
が
、
地

域
の
方
々
に
気
さ
く
に
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
の
学
校
で
授
業
を
し
て
み
た
い
な
と
思

う
ほ
ど
子
ど
も
た
ち
が
素
直
で
規
律
が
あ
り
、

か
わ
い
ら
し
い
。
日
々
の
先
生
方
の
ご
指
導

が
素
晴
ら
し
い
の
だ
ろ
う
と
感
心
し
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
も
、
元
気
い
っ
ぱ
い

歌
っ
て
い
て
、
心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

山
口
県
の
先
生

参
加
者
の
感
想

　
村
内
中
学
生
に
と

っ
て
恒
例
に
な
っ
て

い
る
「
職
場
体
験
学

習
」
が
、
今
年
度
も

11
月
に
実
施
さ
れ
、

馬
路
中
学
校
の
２
年

生
２
名
と
魚
梁
瀬
中

学
校
の
１
年
生
１

名
、
２
年
生
３
名

は
、
村
内
の
４
つ
の

事
業
所
等
で
３
〜
４

日
間
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　
ゆ
ず
の
森
加
工
場
で
荷
造
り
の
手

伝
い
を
し
た
り
、
ゆ
ず
玉
の
選
別
を

し
た
り
、
農
家
が
運
ん
で
き
た
ゆ
ず

を
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
降
ろ
す
の
を
手
伝

っ
た
り
、
新
聞
作
り
を
し
た
り
し
ま

し
た
。

　
荷
造
り
で
は
、

テ
キ
パ
キ
と
動
か

な
い
と
い
け
な
い

か
ら
、
と
て
も
疲

れ
た
け
れ
ど
、
新

し
い
発
見
や
驚
き

が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
一

つ
が
、
仕
事
を
す

る
意
味
で
す
。
生

活
を
す
る
た
め
だ

け
で
は
な
く
て
、

自
分
以
外
の
誰
か

の
役
に
立
て
る
か

ら
働
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　
村
外
の
人
に

も
っ
と
馬
路
村

の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め

に
、
中
学
生
３

人
が
知
恵
を
出

し
合
っ
て
「
う

ま
じ
新
聞
」
を

作
り
ま
し
た
。

500
枚
く
ら
い
印

刷
し
、
荷
物
に

入
れ
て
全
国
に

届
け
ら
れ
る
そ

う
で
す
。

　
僕
は
、
お
客
さ
ん
が

い
な
い
時
は
ひ
ま
な
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
全
く
違
っ
て
い

て
、
タ
オ
ル
な
ど
の
袋

詰
め
、
特
別
村
民
の
こ

と
、
エ
ク
セ
ル
で
の
作

業
、
団
体
客
の
問
い
合

わ
せ
へ
の
対
応
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
、
全
く
ひ
ま
な

ど
な
く
、
む
し
ろ
大
変

な
仕
事
で
し
た
。

　
２
日
目
の
午
後
、
亀
谷
小

石
川
線
林
道
工
事
現
場
で
、

作
業
体
験
を
し
ま
し
た
。
父

が
現
場
責
任
者
だ
と
知
っ
て

驚
い
た
し
、
機
械
を
使
っ
て

位
置
や
高
さ
を
調
べ
た
り
、

計
算
を
し
て
座
標
を
出
し
た

り
し
て
い
る
の
が
か
っ
こ
よ

か
っ
た
で
す
。

　
こ
の
体
験
で
学
ん
だ
こ
と

は
、
何
事
に
も
一
生
懸
命
取

り
組
む
こ
と
や
、
仲
良
く
協

力
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
丸
つ
け
や
困
っ
て
い
る

人
に
教
え
て
、
「
分
か
っ

た
！
」
「
あ
ー
ね
！
」
と
、

自
分
が
教
え
た
こ
と
を
分

か
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

先
生
は
、
児
童
の
こ
の
よ

う
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
、
頑
張
れ
る
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
買
い
物
客
へ
の
対
応
、
観
光
案

内
、
販
売
商
品
の
補
充
や
店
内
の
掃

除
だ
け
で
な
く
、
村
の
こ
と
を
知
る

た
め
に
、
「
に
ほ
ん
の
里
100
選
」
の

相
名
地
区
な
ど
に
も
見
学
に
行
き
ま

し
た
。

　
日
替
わ
り
で
、
１
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
４
つ
の
学

級
に
入
っ
て
、
授
業
の
補
助

や
丸
つ
け
、
提
出
物
の
点

検
、
給
食
や
掃
除
の
指
導
な

ど
を
し
ま
し
た
。

　
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
工
場

や
工
事
現
場
で
作
業
の
体
験

を
し
た
り
、
ゆ
ず
園
で
ゆ
ず

の
収
穫
体
験
を
し
た
り
し
ま

し
た
。

馬
路
村
農
協
で

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で

馬
路
小
学
校
で

湯
浅
建
設
で

「ゆず鍋」に小袋を
　　つけています→

「うまじ新聞」執筆中です

商品の補充をしています

先生の代わりに説明をしています

水準器の使い方を習っています

広報うまじ298号 ̶̶̶̶（8広報うまじ298号 ̶̶̶̶（9　

小学１・２年「算数」

小学３・４年「算数」

小学５・６年「算数」

中学１年「英語」

中学２年「数学」

全体会前のアトラクション…合唱
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り
、
農
家
が
運
ん
で
き
た
ゆ
ず

を
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
降
ろ
す
の
を
手
伝

っ
た
り
、
新
聞
作
り
を
し
た
り
し
ま

し
た
。

　
荷
造
り
で
は
、

テ
キ
パ
キ
と
動
か

な
い
と
い
け
な
い

か
ら
、
と
て
も
疲

れ
た
け
れ
ど
、
新

し
い
発
見
や
驚
き

が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
一

つ
が
、
仕
事
を
す

る
意
味
で
す
。
生

活
を
す
る
た
め
だ

け
で
は
な
く
て
、

自
分
以
外
の
誰
か

の
役
に
立
て
る
か

ら
働
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　
村
外
の
人
に

も
っ
と
馬
路
村

の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め

に
、
中
学
生
３

人
が
知
恵
を
出

し
合
っ
て
「
う

ま
じ
新
聞
」
を

作
り
ま
し
た
。

500
枚
く
ら
い
印

刷
し
、
荷
物
に

入
れ
て
全
国
に

届
け
ら
れ
る
そ

う
で
す
。

　
僕
は
、
お
客
さ
ん
が

い
な
い
時
は
ひ
ま
な
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
全
く
違
っ
て
い

て
、
タ
オ
ル
な
ど
の
袋

詰
め
、
特
別
村
民
の
こ

と
、
エ
ク
セ
ル
で
の
作

業
、
団
体
客
の
問
い
合

わ
せ
へ
の
対
応
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
、
全
く
ひ
ま
な

ど
な
く
、
む
し
ろ
大
変

な
仕
事
で
し
た
。

　
２
日
目
の
午
後
、
亀
谷
小

石
川
線
林
道
工
事
現
場
で
、

作
業
体
験
を
し
ま
し
た
。
父

が
現
場
責
任
者
だ
と
知
っ
て

驚
い
た
し
、
機
械
を
使
っ
て

位
置
や
高
さ
を
調
べ
た
り
、

計
算
を
し
て
座
標
を
出
し
た

り
し
て
い
る
の
が
か
っ
こ
よ

か
っ
た
で
す
。

　
こ
の
体
験
で
学
ん
だ
こ
と

は
、
何
事
に
も
一
生
懸
命
取

り
組
む
こ
と
や
、
仲
良
く
協

力
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
丸
つ
け
や
困
っ
て
い
る

人
に
教
え
て
、
「
分
か
っ

た
！
」
「
あ
ー
ね
！
」
と
、

自
分
が
教
え
た
こ
と
を
分

か
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

先
生
は
、
児
童
の
こ
の
よ

う
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
、
頑
張
れ
る
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
買
い
物
客
へ
の
対
応
、
観
光
案

内
、
販
売
商
品
の
補
充
や
店
内
の
掃

除
だ
け
で
な
く
、
村
の
こ
と
を
知
る

た
め
に
、
「
に
ほ
ん
の
里
100
選
」
の

相
名
地
区
な
ど
に
も
見
学
に
行
き
ま

し
た
。

　
日
替
わ
り
で
、
１
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
４
つ
の
学

級
に
入
っ
て
、
授
業
の
補
助

や
丸
つ
け
、
提
出
物
の
点

検
、
給
食
や
掃
除
の
指
導
な

ど
を
し
ま
し
た
。

　
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
工
場

や
工
事
現
場
で
作
業
の
体
験

を
し
た
り
、
ゆ
ず
園
で
ゆ
ず

の
収
穫
体
験
を
し
た
り
し
ま

し
た
。

馬
路
村
農
協
で

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で

馬
路
小
学
校
で

湯
浅
建
設
で

「ゆず鍋」に小袋を
　　つけています→

「うまじ新聞」執筆中です

商品の補充をしています

先生の代わりに説明をしています

水準器の使い方を習っています

広報うまじ298号 ̶̶̶̶（8広報うまじ298号 ̶̶̶̶（9　

小学１・２年「算数」

小学３・４年「算数」

小学５・６年「算数」

中学１年「英語」

中学２年「数学」

全体会前のアトラクション…合唱



　（義尉さん）行動を起こしたいときに
は、積極的になることが大事だと思いま
す。お互いの趣味や仕事のことは干渉し
過ぎず、お互いを尊重することも大切だ
と思います。
（裕美子さん）お互いの価値観が一

緒だと気を使わずに過ごすこと
ができます。付き合いを続
けていくには、相手を思い
やる気持ちが大切だと
思います。

（裕美子さん）弟が馬路体
育会野球部に所属しており、試合
の応援に行った時に知り合いました。
（義尉さん）その時にかわいい子だなあ
と思い、連絡先を教えてもらいました。
（裕美子さん）物静かなイメージでしたが、
メールではギャップがあり、やりとりをし
ていく中で、自然とお付き合いが始ま
りました。

（義尉さん）新居を探していた時に、
村営住宅に入れることになったので、馬
路で住むことに決めました。
（裕美子さん）住み始めた頃は、知人も少
なく寂しい時もありましたが、タイミング
がいろいろと重なり、家を建て、村で仕
事をすることになり、友達や知人も
増え、村での生活を楽しんでい
ます。また、村の子どもは少
人数ですが、子育て環境
にも恵まれていると

思います。
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春
に
着
任
し
て
、
早
く
も

冬
を
迎
え
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
に
参
加
し
た
り
、

皆
さ
ん
と
お
話
を
し
た
り
し

て
魚
梁
瀬
・
馬
路
の
こ
と
を

学
び
な
が
ら
、
村
民
と
し
て

の
日
々
を
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
私
が
具
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

を
、
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

☆
「
や
な
せ
新
聞
」
の
発
行

　
魚
梁
瀬
地
区
の
皆
さ
ん
に

お
伝
え
し
た
い
情
報
や
共
有

し
た
い
内
容
、
写
真
な
ど
を

載
せ
て
、
毎
月
お
配
り
し
て

い
ま
す
。
地
区
内
を
歩
い
て

配
達
し
て
い
る
と
、
新
し
い

情
報
や
感
想
を
聞
か
せ
て
も

ら
う
こ
と
が
あ
っ
て
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

☆
キ
ャ
ン
プ
場
の
活
性
化

　
「
魚
梁
瀬
森
林
公
園
オ
ー

ト

キ

ャ

ン

プ

場
」
は
と
て
も

魅
力
的
な
施
設

で
、
夏
か
ら
そ

の
運
営
に
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
改

良
点
を
考
え
た
り
来
場
者
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
場
所
に
し
て
い

き
た
い
！
と
考
え
て
い
ま
す
。

来
春
ま
で
に
ピ
ザ
釜
を
作
る

の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
ね
。

☆
ほ
か
に
も
、

ダ
ム
湖
か
ら
の

雄
大
な
景
色
を

楽
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
か

と
、
S
U
P
や

カ
ヌ
ー
で
試
乗

し
た
り
専
門
家

に
相
談
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

　
季
節
ご
と
に
変
化
し
て
い

く
自
然
に
囲
ま
れ
、
活
動
し

て
い
く
ほ
ど
魚
梁
瀬
が
好
き

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
「
冬

は
冷
（
ひ
や
）
い
よ
～
」
と

脅
さ
れ
ま
す
が
、
満
天
の
星

空
に
癒
や
さ
れ
な
が
ら
乗
り

切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇出会いと
　お互いの印象

〇村での結婚生活　〇これから結婚を考える方へ
のアドバイス

馬
路
地
区
の
牛
窓
義
尉
さ
ん
（
34
歳
・

岩
城
組
勤
務
・
馬
路
出
身
）

裕
美
子
さ
ん
（
35
歳
・
馬
路
村
診
療
所

勤
務
・
安
田
町
出
身
）
夫
妻

　このコーナーでは、
馬路村の出会い・結
婚の実態を知るため、
村内在住のおしどり
夫婦にお話を伺って
いきます。

村のおしど
り夫婦に聞

く！ ⑦

清岡　翔葵也くん（相名）

パ
パ
・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

平成２９年５月２９日生

（保護者 清岡　一也さん・夏歩さん）

と き や

　皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
清
岡

　翔
葵
也
で
す
。

　顔
が
最
近
、
お
父
さ
ん
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
け
ど
、
お
母
さ
ん
に
似
て
、
身
長
が
伸
び
る
よ
う
に
、
毎
日

た
く
さ
ん
寝
て
い
ま
す
。

　ぼ
く
は
、
ひ
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
話
し
す
る
こ
と
と
、
ひ
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
抱
っ
こ
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

　天
気
の
い
い
日
に
は
、
み
ど
り
色
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
お
散
歩

し
て
い
る
の
で
、
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　皆さん、こんにちは！
　私はユズが大好きで、2年前に馬路村に引っ越して以来、馬路村の
ぽん酢しょうゆとゆずしぼりをきらしたことはありません。そし
て、家ではほとんど毎日、料理に地域の名産物を使っています。
　先月、ゆずはじまる祭りに外国人の先生数人が、日本の祭りの雰
囲気を楽しむために遊びに来ていました。「祭りを楽しんでい
る？」と尋ねてみたところ、その一人が「この祭りは最高に楽し
い！ユズが大好き！」と答えました。私の知り合いの外国人の中に
もユズのファンがたくさんいます。去年ノースカロライナ州に帰っ
た時、馬路村のユズ商品のお土産が家族と親戚に大ヒットでした。
海外でもユズの味が多くの人の口に合うことが分かりました。

　近年、アメリカや他の欧米の国々ではユズの人気が広まりつつあります。2003年にユズを紹介する記
事がアメリカの新聞、ニューヨークタイムズに掲載され、欧米の一流シェフの興味を集めました。それ
から、高級レストランのメニューに次々と「YUZU」として載りはじめました。海外では、日本の伝統
的な使い方をするより、主に魚と肉料理にかけるソースや、カクテル、デザート等に使用されていま
す。アメリカ人にとって、ユズはレモンとミカンとグレープフルーツが混ざった味だと思われていま
す。また、非常に珍しく、エキゾチックなイメージがあるそうです。その理由は、アメリカ国内でもユ
ズを栽培していますが、とても小規模であり、一般の人はユズを手に入れるのが難しいからです。ほと
んどの供給は日本から輸入したユズの果汁とユズ商品です。日本の約5割のユズが高知県で育てられ、
隣の北川村では以前から欧州に直接輸出をしています。馬路村のユズ商品がアメリカに輸出されるよう
になれば、ますます馬路村の名前も広がるでしょう。

と
き
や



　（義尉さん）行動を起こしたいときに
は、積極的になることが大事だと思いま
す。お互いの趣味や仕事のことは干渉し
過ぎず、お互いを尊重することも大切だ
と思います。
（裕美子さん）お互いの価値観が一

緒だと気を使わずに過ごすこと
ができます。付き合いを続
けていくには、相手を思い
やる気持ちが大切だと
思います。

（裕美子さん）弟が馬路体
育会野球部に所属しており、試合
の応援に行った時に知り合いました。
（義尉さん）その時にかわいい子だなあ
と思い、連絡先を教えてもらいました。
（裕美子さん）物静かなイメージでしたが、
メールではギャップがあり、やりとりをし
ていく中で、自然とお付き合いが始ま
りました。

（義尉さん）新居を探していた時に、
村営住宅に入れることになったので、馬
路で住むことに決めました。
（裕美子さん）住み始めた頃は、知人も少
なく寂しい時もありましたが、タイミング
がいろいろと重なり、家を建て、村で仕
事をすることになり、友達や知人も
増え、村での生活を楽しんでい
ます。また、村の子どもは少
人数ですが、子育て環境
にも恵まれていると

思います。
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に
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、
早
く
も

冬
を
迎
え
ま
し
た
。
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ま
ざ

ま
な
行
事
に
参
加
し
た
り
、

皆
さ
ん
と
お
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を
し
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り
し
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瀬
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内
を
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と
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し
い

情
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や
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想
を
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す
。
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を
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り
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ア
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を
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た
り
し
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す
。
そ
し
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、
こ
こ
を

も
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と
多
く
の
人
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
場
所
に
し
て
い
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た
い
！
と
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い
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す
。
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ま
で
に
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釜
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で
、
ぜ
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遊
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に
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さ
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ね
。
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に
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で
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い
だ
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う
か

と
、
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で
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し
た
り
専
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家

に
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し
た
り

し
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い
ま
す
。

　
季
節
ご
と
に
変
化
し
て
い

く
自
然
に
囲
ま
れ
、
活
動
し

て
い
く
ほ
ど
魚
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が
好
き

に
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い
き
ま
す
。
「
冬
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冷
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～
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と
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す
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出
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裕
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さ
ん
（
35
歳
・
馬
路
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診
療
所
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務
・
安
田
町
出
身
）
夫
妻

　このコーナーでは、
馬路村の出会い・結
婚の実態を知るため、
村内在住のおしどり
夫婦にお話を伺って
いきます。

村のおしど
り夫婦に聞

く！ ⑦

清岡　翔葵也くん（相名）

パ
パ
・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

平成２９年５月２９日生

（保護者 清岡　一也さん・夏歩さん）
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ん
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に
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す
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最
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お
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母
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に
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身
長
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よ
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、
毎
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た
く
さ
ん
寝
て
い
ま
す
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と
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き
で
す
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る
の
で
、
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　皆さん、こんにちは！
　私はユズが大好きで、2年前に馬路村に引っ越して以来、馬路村の
ぽん酢しょうゆとゆずしぼりをきらしたことはありません。そし
て、家ではほとんど毎日、料理に地域の名産物を使っています。
　先月、ゆずはじまる祭りに外国人の先生数人が、日本の祭りの雰
囲気を楽しむために遊びに来ていました。「祭りを楽しんでい
る？」と尋ねてみたところ、その一人が「この祭りは最高に楽し
い！ユズが大好き！」と答えました。私の知り合いの外国人の中に
もユズのファンがたくさんいます。去年ノースカロライナ州に帰っ
た時、馬路村のユズ商品のお土産が家族と親戚に大ヒットでした。
海外でもユズの味が多くの人の口に合うことが分かりました。

　近年、アメリカや他の欧米の国々ではユズの人気が広まりつつあります。2003年にユズを紹介する記
事がアメリカの新聞、ニューヨークタイムズに掲載され、欧米の一流シェフの興味を集めました。それ
から、高級レストランのメニューに次々と「YUZU」として載りはじめました。海外では、日本の伝統
的な使い方をするより、主に魚と肉料理にかけるソースや、カクテル、デザート等に使用されていま
す。アメリカ人にとって、ユズはレモンとミカンとグレープフルーツが混ざった味だと思われていま
す。また、非常に珍しく、エキゾチックなイメージがあるそうです。その理由は、アメリカ国内でもユ
ズを栽培していますが、とても小規模であり、一般の人はユズを手に入れるのが難しいからです。ほと
んどの供給は日本から輸入したユズの果汁とユズ商品です。日本の約5割のユズが高知県で育てられ、
隣の北川村では以前から欧州に直接輸出をしています。馬路村のユズ商品がアメリカに輸出されるよう
になれば、ますます馬路村の名前も広がるでしょう。
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や



中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.4・5合併号～

日本遺産

Story #051

日本遺産・中芸みんなのゆずまつりキャンペーン開催中！

　１０月２８日から１２月１０日までの期間、「日本遺産・中

芸みんなのゆずまつりキャンペーン」を開催しています。これ

は、活性化部会の提案で実現したもので、ゆずの収穫やゆずに

関連したイベントが始まるこの時季に合わせて、中芸地域の公

共施設、飲食店、観光施設等に中芸産ゆず玉を飾ることで、来

訪者へのおもてなしとするとともに、地域内の日本遺産認定へ

の盛り上がりを創出し、中芸＝ゆず＝日本遺産というイメージを定着させることを目的とし

て実施しています。このキャンペーンに協力していただいている施設等は、１３０軒を超え、

地域が一体となって、活性化につなげていこうとしています。

　ご協力いただいております中芸地域の店舗、事業者等各施設の皆様に感謝申し上げます。

　今後とも協議会の活動に、ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

日本遺産プロデューサー再来訪

　１１月９日、文化庁から派遣された日本遺産プロデューサーの小山龍介氏が、中芸に来訪

しました。小山氏は、前回の６月から約半年ぶりの来訪で、田野町や奈半利町の森林鉄道の

遺構や町並みなどを見学した後、中芸広域体育館の会議室において、現在の協議会の活動状

況について、評価シートに基づき、対話形式による話し合いを行いました。

　評価チェックシートは、組織整備や戦略立案、人材育成、観光事業化など７項目あり、そ

れぞれ目指すべき姿と現状、課題など共有しながら評価を行いました。小山プロデューサー

からは、効果的な情報発信の方法や日本遺産ストーリーを体験できる仕掛けづくり、また、

小中学校・高校生向けの普及啓発活動の重要性など具体的なア

ドバイスをいただきました。

　当地域の協議会活動について、第三者の視点で評価をしてい

ただき、現状を把握するよい機会となりました。認定1年目とい

うことで、まだまだ課題も多く取り組むべきことはたくさんあ

りますが、それらをクリアできるように、これからも活動を続

けていきたいです。

お問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局

（安田町役場中山支所内）　Tel.0887-3９-２００８
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　2017年も12月に入り、新年まであと数日

と、また忙しい時季となりました。大掃除

や新年の準備と、いろいろと疲れやすく、

体調を崩しやすいこの季節は、インフルエ

ンザが流行する季節でもあります。

 インフルエンザは例年、12～3月頃に猛威

をふるいます。ただの風邪かな、と思って

いたら、実はインフルエンザであり、周り

の人はみんな、同じような症状ばかりとい

ったこともあります。

 インフルエンザは風邪と異なり、全身症状

を伴うことが多いです。高熱・頭痛・筋肉

痛・関節痛などですね。もちろん一般的な

咳・鼻水といった、風邪症状も起こします。

こんな症状を感じたら、すぐに病院を受診

してみてください。

　かかると怖いインフルエンザの予防とし

ては、咳エチケット（マスクをするなど）、

外出後の手洗い、屋内を乾燥させない、十

分な休息と栄養、人ごみを避ける、といっ

たことが挙げられます。加えて、予防接種

も重要となります。

　

　65歳以上の高齢者は重症化しやすいとさ

れ、ワクチン接種が推奨されています。ま

た、ワクチンの効果は、接種後2週間～5カ

月程度とされますので、12月中旬頃までに

接種することをおすすめします。昨年、予

防接種をした方は、ぜひ今年も予防接種を

受けてみてください。

　それでは、皆さんよいお年を・・

インフルエンザのおはなし
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

森からの便り
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◆国民年金保険料は、前納がお得です！◆

国民年金保険料～お得な割引～

　国民年金保険料のお支払いには、一定期間まとめて納付（前納）することによるお得な割

引があります。口座振替で前納すればさらにお得！ぜひご利用ください。

詳しくは、南国年金事務所（☎088-864-1111）までお問い合わせください。

《　例　》平成29年度　第1号被保険者の場合
口座振替で
　１年度分を前納すると、年間　４，１５０円
　２年度分の前納なら、２年分で１５，６４０円の割引！
※割引額は計算条件により変わります。

29 年度分　保険料
16,490 円　×　12月　＝　197,880 円
30年度分　保険料
16,340 円　×　12月　＝　196,080 円

合計
393,960 円

4,150 円
割引

15,640 円
割引

1年度分　保険料
197,880 円　－　4,150 円　＝　193,730 円

2年度分　保険料
393,960 円　－　15,640 円　＝　378,320 円

口座振替で毎月納付

口座振替で 1年度分（29年度）を前納

口座振替で 2年度分（29年度及び 30年度）を前納
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７３０人、
１７６人、

３３８世帯
９２世帯

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

１０

１１

２

１

０

０

２

２

０

０

１

０

０

０

１

０

９０４

９０６

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計

12月・1月 むらの行事予定12月・1月 むらの行事予定
保育所交流会
第４６回馬路地区はし拳大会（馬路温泉）
馬路熊野神社秋の例大祭・こどもみこし祭り（馬路）
神社神楽発表会（馬路熊野神社）

有害物収集
校内持久走大会（馬路小学校）
乳児健診（田野町保健センター）１２：３０～

古紙収集（魚梁瀬）　／　校内持久走大会（魚梁瀬小・中学校）
人権相談所（就業改善センター）１０：００～１５：００
行政相談所（就業改善センター）１０：００～１２：００

安芸地区中学校新人球技大会（１６日）

リサイクル収集

高知県立移動図書館（魚梁瀬多目的施設）

第４５回馬路村文化祭・馬路村ふれあい祭り（馬路中学校・馬路体育館）

ふれあい餅つき（魚梁瀬小・中学校）

１歳６カ月児・３歳児健診（田野町保健センター）１２：３０～

クリスマス会（魚梁瀬保育所）
古紙収集（馬路）
クリスマス会（馬路保育所）

天皇誕生日

終業式（村内４校）

リサイクル収集

仕事納め
保育終了

新春走り初めピッタリタイムレース（魚梁瀬） 　元日
新春走り初めピッタリタイムレース（馬路）
成人式

仕事始め
保育始まり

 成人の日
リサイクル収集
始業式（村内４校）
乳児健診（田野町保健センター）１２：３０～

古紙収集（魚梁瀬）

どんど焼き（魚梁瀬丸山公園）

第３６回馬路村民駅伝競走大会

第３７回馬路村内芸能発表会（就業改善センター）

リサイクル収集
保育所交流会
１歳６カ月児・３歳児健診（田野町保健センター）１２：３０～

高知県立移動図書館（就業改善センター）

古紙収集（馬路）
親子で本を楽しむ日 in 馬路村 １０：００～（就業改善センター）
スキー教室（久万スキーランド）

０

１

12　　月 1　　月

馬路村特別村民 １０,７８７人
（11月３０日現在）
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「法定相続情報証明制度」
～あなたの相続手続きを応援します！～

　全国の登記所（法務局）において、各種相続手
続きに利用することができる「法定相続情報証明
制度」がスタートしています。この制度を利用す
ることで、各種相続手続き（銀行の預金払い戻
し、不動産の相続登記等）で戸籍謄本の束を何度
も出し直す必要がなくなります。

【お問い合わせ先】　
　　高知地方法務局安芸支局　☎０８８７-３５-２２７２
　　高知地方法務局ホームページ　
　　　　http://houmukyoku.moj.go.jp/kochi/

最低賃金改正のお知らせ

　高知労働局では、県内すべての労働者に適用
される「高知県最低賃金」を改正し、１０月１３日か
ら施行することとしました。
　この決定により、１０月１３日以降分として労働
者に支払う賃金は、1時間 ７３７円以上としなけれ
ばなりません。

【お問い合わせ先】
　高知労働局　賃金室  ☎ ０８８－８８５－６０２４
　安芸労働基準監督署  ☎ ０８８７－３５－２１２８
　

お知 ら せお知ら せ

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖　



◆国民年金保険料は、前納がお得です！◆

国民年金保険料～お得な割引～

　国民年金保険料のお支払いには、一定期間まとめて納付（前納）することによるお得な割

引があります。口座振替で前納すればさらにお得！ぜひご利用ください。

詳しくは、南国年金事務所（☎088-864-1111）までお問い合わせください。

《　例　》平成29年度　第1号被保険者の場合
口座振替で
　１年度分を前納すると、年間　４，１５０円
　２年度分の前納なら、２年分で１５，６４０円の割引！
※割引額は計算条件により変わります。

29 年度分　保険料
16,490 円　×　12月　＝　197,880 円
30年度分　保険料
16,340 円　×　12月　＝　196,080 円

合計
393,960 円

4,150 円
割引

15,640 円
割引

1年度分　保険料
197,880 円　－　4,150 円　＝　193,730 円

2年度分　保険料
393,960 円　－　15,640 円　＝　378,320 円

口座振替で毎月納付

口座振替で 1年度分（29年度）を前納

口座振替で 2年度分（29年度及び 30年度）を前納
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７３０人、
１７６人、

３３８世帯
９２世帯

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

１０

１１

２

１

０

０

２

２

０

０

１

０

０

０

１

０

９０４

９０６

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計

12月・1月 むらの行事予定12月・1月 むらの行事予定
保育所交流会
第４６回馬路地区はし拳大会（馬路温泉）
馬路熊野神社秋の例大祭・こどもみこし祭り（馬路）
神社神楽発表会（馬路熊野神社）

有害物収集
校内持久走大会（馬路小学校）
乳児健診（田野町保健センター）１２：３０～

古紙収集（魚梁瀬）　／　校内持久走大会（魚梁瀬小・中学校）
人権相談所（就業改善センター）１０：００～１５：００
行政相談所（就業改善センター）１０：００～１２：００

安芸地区中学校新人球技大会（１６日）

リサイクル収集

高知県立移動図書館（魚梁瀬多目的施設）

第４５回馬路村文化祭・馬路村ふれあい祭り（馬路中学校・馬路体育館）

ふれあい餅つき（魚梁瀬小・中学校）

１歳６カ月児・３歳児健診（田野町保健センター）１２：３０～

クリスマス会（魚梁瀬保育所）
古紙収集（馬路）
クリスマス会（馬路保育所）

天皇誕生日

終業式（村内４校）

リサイクル収集

仕事納め
保育終了

新春走り初めピッタリタイムレース（魚梁瀬） 　元日
新春走り初めピッタリタイムレース（馬路）
成人式

仕事始め
保育始まり

 成人の日
リサイクル収集
始業式（村内４校）
乳児健診（田野町保健センター）１２：３０～

古紙収集（魚梁瀬）

どんど焼き（魚梁瀬丸山公園）

第３６回馬路村民駅伝競走大会

第３７回馬路村内芸能発表会（就業改善センター）

リサイクル収集
保育所交流会
１歳６カ月児・３歳児健診（田野町保健センター）１２：３０～

高知県立移動図書館（就業改善センター）

古紙収集（馬路）
親子で本を楽しむ日 in 馬路村 １０：００～（就業改善センター）
スキー教室（久万スキーランド）

０

１

12　　月 1　　月

馬路村特別村民 １０,７８７人
（11月３０日現在）
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月

火

水
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土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

１

２

３

４

５
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７

８

９

１０

１１

１２

１３
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１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６
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２８
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３０

３１

月

火

水

木
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日
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日

月
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木
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日
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火

水

「法定相続情報証明制度」
～あなたの相続手続きを応援します！～

　全国の登記所（法務局）において、各種相続手
続きに利用することができる「法定相続情報証明
制度」がスタートしています。この制度を利用す
ることで、各種相続手続き（銀行の預金払い戻
し、不動産の相続登記等）で戸籍謄本の束を何度
も出し直す必要がなくなります。

【お問い合わせ先】　
　　高知地方法務局安芸支局　☎０８８７-３５-２２７２
　　高知地方法務局ホームページ　
　　　　http://houmukyoku.moj.go.jp/kochi/

最低賃金改正のお知らせ

　高知労働局では、県内すべての労働者に適用
される「高知県最低賃金」を改正し、１０月１３日か
ら施行することとしました。
　この決定により、１０月１３日以降分として労働
者に支払う賃金は、1時間 ７３７円以上としなけれ
ばなりません。

【お問い合わせ先】
　高知労働局　賃金室  ☎ ０８８－８８５－６０２４
　安芸労働基準監督署  ☎ ０８８７－３５－２１２８
　

お知らせお知らせ

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖　
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　次

村内あちらこちら

11月9日　ロケットくれよん親子コンサート

10月7日　第13回湯けむりピンポン大会

10月14日　魚梁瀬熊野神社秋の例大祭　　

11月4日　第12回ゆずはじまる祭

11月19日　0才からのジャズコンサート

赤ちゃん万歳・馬路ョン ・・・・・・・・・ 11
森からの便り ・・・・・・・・・・・・・・・・ 12
中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会・・ 13
安田川漫歩（28） ・・・・・・・・・・14・15
お知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16
行事予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17
村内あちらこちら・村のできごと ・・・ 18

教育長再任あいさつ ・・・・・・・・・・・・・ 2
第25回山師達人選手権大会
防災キャンプ体験・馬路式お弁当の日・・ 3
平成28年度村の決算・・・・・・・・・・・・・ 4
議会だよりNo.150・・・・・・・・・・・・5～7
おらが村の学校便り50 ・・・・・・・・・8・9
魚梁瀬ふるさと応援隊⑱ ・・・・・・・・・ 10
村のおしどり夫婦に聞く！⑦

７日 第13回湯けむりピンポン大会（馬路温泉）
８日 馬路地区村民運動会
10日 第37回魚梁瀬地区はし拳大会
  （魚梁瀬多目的施設）
14日 魚梁瀬熊野神社秋の例大祭
  魚梁瀬古式弓射式
15日 第25回山師達人選手権大会
  （馬路村民運動場）
21日 馬路保育所運動会（馬路体育館）

10月

11月

２日 全国へき地教育研究大会高知大会分科会
  （魚梁瀬小・中学校）
４日 第12回ゆずはじまる祭
７日 馬路中学校職場体験学習（～10日）
  魚梁瀬中学校職場体験学習（～10日）
９日 ロケットくれよん親子コンサート
  （馬路体育館）
11日 「昭和のうた」コンサート（馬路体育館）
12日 魚梁瀬秋の観光ツアー
14日 秋季ビーチボールバレー大会
  （魚梁瀬体育館）
15日 千本山登山（魚梁瀬中学校）
16日 ゆず取りボランティア（馬路中学校）
19日 ０才からのジャズコンサート
  （魚梁瀬体育館）
21日 村内小・中学校合同学習会
  ロボットのぞみパフォーマンスステージ
  （馬路体育館）

秋晴れの山里に声援が響く
　　　　　さぁ、うん！　さぁ、うん！

10月8日　馬路地区村民運動会（馬路村民運動場）


